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＜連絡事項＞

・今シーズンのインフルエンザワクチン接種の接種料金が決定しました。

1回3,240円となります。（職員は無料）

病院：入院患者と職員は11/18（水）よりスタートします。
①西病棟患者様→11/20 　14時～
②職員→11/18（水）・19（木）・20（金）15：00～16：00

　　　　病院4階ユーティリティホール

・11/3の写真撮影レイアウトの変更があります。各自、wizの掲示板を参照して下さい。

・行事委員会より創立記念日の記念品が病棟へ届いています。各自、受取って下さい。

・11/5までにカルテチェック、評価等終了させて下さい。

・11/3のリハビリテーションプログラムはありません。

・11/3のＯＴは、午前中は、9:35～11時、午後は14時～15時となります。
＜要注目患者様＞

・野田　敏治様～落ち着きの無さは続いており、プログラム長欠中にも関わらず、体育館への往復あり。スタッフ介入にも理解出来ずにいます。詰所周辺の徘徊も続いています。他者とのトラブルはありませんが、十分注意して見守りを行って下さい。
・泉川　ケイ子様～本日は、不食、服薬拒否はありません。不機嫌さもなく経過しています。特定の男性患者様と一緒にいる事が多い為、逸脱行為に注意して下さい。

・長谷川　陽一様～適宜他者との交流は見られており、トラブルはありません。目立った飲水行動もみられていません。

＜今週のアルコールプログラム＞
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＜伊藤Dr.診察＞

・水梨　礼子様～診察時も妄想活発にきかれています。臨時薬内容変更し7日分処方となっています。
・菊地　和利様～スタッフ対応についての不満を訴え、入院治療継続に対して悩んでいる様子あります。アルコールプログラムの開始時間等遅れる場合は本人へ一言声を掛け、了承の下でプログラムを実施して下さい。
・森子　康昭様～外泊中の飲酒要求はなく経過したと話しています。11/7に退院予定、初外来日は11/17となっています。初外来の時間が未定なため、明日予約をして下さい。11/9～復職の予定と話されています。診断書作成の希望はありません。　

・関川　彰様～本人より11/5に外出希望ありましたが、アルプロの契約について振り返り、

プログラムを優先して欲しいこと伝え、了承されています。
＜川端Dr.診察＞

・磯島　惠子様～本人よりリハプロへの参加への拒否的な発言が聞かれていますので、無理なく参加させず、廊下などの運動を促して下さいとの指示が出ています。内容変更し、臨時薬3日分処方されています。

＜退院支援委員会～伊藤Ｄｒ担当～＞

・藤井　孝蔵様～家族の差し入れはありますが、面会がされていません。面会を促しつつ、主治医との面談を調整し、今後の方向性を決定していきます。今のところ、退院先は施設となります。また、家族と面談し、本人・家族からの了承が得られれば、クロザリルの使用を検討していくとのことです。
・水梨　礼子様～入院時より精神症状は落ち着いています。しかし、本人様と話しをしていくと妄想に左右された言動が目立って行きます。本人へ疾病教育も実施していますが、理解の乏しさあります。今後は家族への疾病教育を実施し、面談等にて退院先を決定していきます。現時点では、施設（グループホームかケアホーム）を検討しています。
・小川　満佐子様～10月中旬に介護認定調査を実施しています。その結果が出次第、家族と改めて面談をし、退院先を検討していきます。（本人と家族で退院先の希望が違いますので、注意して下さい）将来的なことを考えると、退院先は施設となる可能性が高いです。また、家族への疾病教室も実施して下さい。

・森子　康昭様～11/7に自宅へ退院予定です。

・菊地　和利様～アルコールプログラム終了後自宅へ退院予定としていますが、妻様との関係が不良であり、本人様は独り暮らしをしていたアパートへ退院を希望されています。断酒意志確立の為にも、退院後数か月は妻様のいる妻様の実家へ退院することが望ましいため、本人の意見も尊重しながら、退院までに決定していきましょう。
・関川　彰様～アルコールプログラム終了後に自宅へ退院予定です。
